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要 旨

日本短角牛放牧によるシバ型草地植生修復の可能性を検討するため､安家森放牧共用林野に放牧され

た日本短角牛4頭を5時から17時まで追跡し､行動を1分毎に記録した｡摂食行動の場合は摂食した

植物も記録した｡調査は放牧初期 (入牧～7月)､放牧中期 (8月)､放牧後期 (9月～終牧)の3回行

った｡その結果､パドックでは主に休息や反寮を行い､草地では主にグラミノイドの摂食を行っていた｡

放牧中期のカバノキ類の摂食は主にパドックで行われていた｡またシバ型草地の枯死部の除去による富

栄養化の防止および広葉草本の侵入の防止効果があると考えられたOシバ型草地が比較的残されている

草地の植生を維持することへの､日本短角牛による摂食の関与が示唆された｡
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1 はじめに

岩手県北上山系は藩政時代から馬の産地ととも

に南部牛の産地 (水間 1980)として有名であっ

た｡これら牛馬の放牧によりシバ型草地などの半

自然草地の牧野が存在した (早川 1996)｡しか

し20世紀における輸送手段の機械化による馬の

減少 (近藤 2001)により放牧は牛主体となった｡

また農業の機械化による役牛の減少 (遠藤 2001)

から肉牛主体に置き換わっていった｡

日本短角牛は南部牛に明治4年以降輸入された

ショートホーン種が交配されて成立した東北地方

独特の短角種系牛を基礎として､改良されてきた

品種である (水間 1980)｡飼養地帯は旧南部藩

すなわち岩手県北部､秋田県鹿角市､青森県太平

洋側,'北海道えりも町などである (須山 2003)0

飼養方式は夏山冬里方式で､夏は山地での親子放

牧と同時に雄牛を放牧するまき牛による子牛生産､

秋には山から里へ牛をおろす｡こうした放牧によ

って山頂部では美しい山地草原が形成され､地域

の文化的な自然景観､文化景観というべきものを

形作ってきた (須山 2003)｡日本短角種は奥山

の有効な利用と労働生産性の面から期待されると

ともに､粗飼料の利用性が高いことから東北 ･北

海道の草資源の利用にとって注目されていた (水

間 1980)｡このような背景の基､山地での短角

牛の調査研究が行われた (石田ら 1969;沢崎ら

1974a,1974b;富樫ら 1984;戸田ら1980;新

渡戸ら 1981;蛇沼 1983;三田村ら2001)｡そ

の後､牛肉の自由化にともない､輸入牛と肉質が

競合する日本短角牛の飼養頭数は減少した (須山

2003)｡また従来､夏山冬里方式の放牧が中心で

あった日本短角牛の飼養頭数の減少は､牧野放牧

の中止を引き起こした (須山 2003)｡このよう

な中､岩手県岩泉町安家森放牧共用林野も1992

年に放牧が中止された｡放牧が中止されたことに

よりシバ型草地へのダケカンバとササの侵入を招

いている (須山2003)｡

近年､農業の有する多面的機能が注目され､国

土 ･環境保全機能､景観保全機能､教育的機能､

アメニティの創出､地域社会維持などの社会的機

能､歴史文化保全機能など (佐藤 1997)が指摘

牧草地の6割､それを含む全耕作地の4割が存在

する中山間地域 (佐藤 1998)において､その活

性化のために畜産の役割と機能が注目されている｡

和牛特定品種の活用 (甲斐 1997)や草地畜産の

再構築 (伊藤 1993;伊藤1998a,1998b)といっ

た課題が指摘されている｡また里山 (水本 2003)

等の人間の生産活動と自然との共生により維持さ

れてきた自然への評価が高まり､生物多様性の視

点からも半自然草地の重要性が指摘されている

(鷺谷 ･矢原 1996)0

このような背景のもと､地域おこし､シバ型草

地の植生修復を目的に2000年から岩手県岩泉町

安家森放牧共用林野において放牧が再開された｡

そこで本研究は､景観保全という農業の持つ多面

的機能を科学的に再評価するとともに､絶滅が危

倶されている和牛地方特定品種である日本短角牛

の摂食特性の新たな利用方法を評価することを目

的に､日本短角牛放牧によるシバ型草地植生修復

の可能性を検討するため､安家森放牧共用林野に

放牧された日本短角牛の行動を調査した｡

2 材料および方法

調査地は､北上山地の北部､岩手県岩泉町の北

西部にある安家森 (標高1,239m)の南西斜面に

位置した安家森放牧共用林野とした｡安家森放牧

共用林野は1992年まで安家畜産改良組合により

日本短角牛が夏山冬里方式で放牧されていた (須

山 2003)｡当時は ｢かぬか｣と呼ばれるシバ型

草地が広がっていたと言われる｡2000年より安

家地区活性化推進協議会自然部会により､ノシバ

の生育環境整備と生態系の保全を目的として､日

本短角牛の放牧が再開された｡2000年に放牧共

用林野に多角形の牧柵を設置した｡放牧範囲は牧

柵の内側 (約2ha)と､牧柵に隣接する比較的

シバ型草地が残っている範囲 (約12ha)であっ

た｡調査地より最も近い気象観測地点の葛巻にお

ける1979年から2000年までの平均の年平均気温

は8.4度､年間降水量は987.3mm,日照時間は
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1091.0時間であるC

2002年5月31日から10月4日までの127日間､

日本短角牛9頭 (メス5頭､去勢オス4頭)が放

牧された｡調査牛はメス7歳2頭､メス12歳2

頭の計4頭とした｡

牛の行動調査は､ 5時から17時まで調査個体

を追跡し､行動を1分毎に､場所を15分毎に記

録した｡摂食行動の場合は摂食した植物も記録し

た｡場所は2000年に設置された牧柵の内側をパ

ドック､牧柵に隣接するシバ型草地を草地とした｡

入牧から7月までを放牧初期､8月を放牧中期､

9月から終牧までを放牧後期とした｡放牧後期は

暴風雨のため5時から11時までの調査とした｡

各行動の出現回数を調査回数で除し､出現割合を

算出した｡摂食および飲水を摂取行動､立位休息

表1.放牧牛における各行動単位の出現割合

安家森放牧共用林野における日本短角牛の行動

および伏臥位休息を休息行動､立位反審および伏

臥位反賓を反賓行動､排糞､排尿､擦り付け､自

己紙めおよび臭u喚ぎを維持行動､追従､模擬闘

争および社会的読めを社会行動に分類した｡各植

物摂食回数を､植物を摂食した総回数で除し､摂

食に占める各植物分類群の割合を算出した｡植物

群はグラミノイド (イネ科､カヤツリグサ科､イ

グサ科)､カバノキ類 (シラカンパなど)､ササ類､

ツゲ類､ヤナギ類に分類した｡

3 結 果

日本短角牛は放牧初期および放牧中期にはパド

ック､草地の裸地以外の全面を利用していた｡放

牧後期にはパドックでの行動は観察されなかった｡

各行動単位の出現割合を表 1に､各行動分類群の

行動単位 パドック 草 地
放牧初期 放牧中期 放牧後期 放牧初期 放牧中期 放牧後期

摂食飲水 グラミノイド 23.8 2.6 40.7 39.0 27.4

カバノキ類 9.0 5.0 3.3 4.8 7一4

ササ類 0.0 0.0 0.2 0.1 0.0

ツゲ類 0.0 0.4 0.0 0.0 0.0

ヤナギ類 2.6 0.0 2.2 0.7 3._6

植物摂食計 35.5 8.0 46.4 44.7 38.3

給餌飼料摂食 0.0 0.0 0.8 0.0 1.5

0.9 0.4 0.6 0.3 0.7

立位休息 21.4 29.3 ll.2 8.8 24.5

伏臥位休息 5.2 20.0 19.1 10.9 0.3

立位反審 13.1 12.2 2.3 2.6 26.2

伏臥位反審 16.7 27.9 14.5 24.9 2.9

移動 3.5 2.0 4.2 3,1 5.2

排糞 0.3 0.0 0.1 0.0 0.0

排尿 0.1 0.0 0.1 0.1 0ユ

擦り付け 1.4 0.0 0.4 0.4 0.2

自己高氏め 1.0 0.1 0.1 0.4 0.0

臭い嘆ぎ 0.8 0.1 0.2 0.2 0.1

追従 0.0 0.0 0.0 2.8 0.0

模擬闘争 0.0 0.0 0.0 0.3 0.0

社会的証め 0.2 0.0 0.1 0.4 0.0
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出現割合を表2に示した｡放牧前期では､草地に

おいてパドックよりもグラミノイド摂食行動の割

合が有意に高かった (P〈O.05)｡一方パドックに

おいて草地よりも立位休息､立位反賓､排糞､排

尿､維持行動の割合が有意に高かった (P(0.05)0

放牧中期では､パドックにおいて草地よりも立位

休息､休息行動､立位反賓､休息行動+反奉行の

割合が有意に高く (P〈O.01)､反萄行動 (P(0.05)

の割合も有意に高かった (P(0.05)｡一方､草地

においてパドックよりもグラミノイド摂食､摂食､

摂取行動､移動､自己紙めの割合が有意に高く

(P(0.01)､ヤナギ類摂食､維持行動の割合も有意

に高かった (P(0.05)0

各摂食植物分類群の摂食割合を表3に示した｡

摂食植物群は､放牧中期には草地においてパドッ

クよりもグラミノイドの割合が有意に高かった

(P〈O.01)｡一方パドックにおいて草地よりもカン

パ類の割合が有意に高かった (P(0.01)0

表2.放牧牛における各行勤類別の出現割合

4 考 察

パドックでは主に休息や反賓を行い､草地では

主にグラミノイドの摂食を行っていたCまた放牧

中期のカバノキ類の摂食は主にパドックで行われ

ていた｡またグラミノイド摂食によるシバ型草地

の枯死部の除去により富栄養化の防止および広葉

草本の侵入の防止効果があると考えられた｡シバ

型草地が比較的残されている草地の植生を維持す

ることへの､日本短角牛による摂食の関与が示唆

された｡しかし巾7年間の放牧休止期間中に侵入

した木本種 (カバノキ類､ヤナギ類)に対する摂

食は､パドックで高いものの､木本種を枯死に至

らせるほどの摂食圧ではなかった｡

東北地方における放牧家畜の行動と植生の関係

については黒崎ら (1956a)をはじめとし様々な

面から調査 (黒崎ら 1956b;飯泉ら 1956a;飯

泉ら 1956b;黒崎ら 1959;黒崎 ･飯泉 1960;

菅原ら 1960;飯泉ら 1961;飯泉ら 1962;相

パドック 草 地

放牧初期 放牧中期 放牧後期 放牧初期 放牧中期 放牧後期

摂取行動 36.4 8.4 47.8 45.0 40.5

休息行動 26.6 49.2 30.3 19.8 24.9

反審行動 29.9 40.1 16.8 27.5 29.1

移動 3.5 2.0 4.2 3.1 5.2

維持行動 3.4 0.3 0.9 1.1 0.3

社会行動 0.2 0.0 0.1 3.6 0.0

表3.放牧牛の摂食植物に占める各植物群の割合

パドック 草 地

放牧初期 放牧中期 放牧後期 放牧初期 放牧中期 放牧後期
グラミノイド 68.4 38.5 90.3 87.8 72.7

カバノキ類 23.6 55.2 5.6 10.4 18.1

ササ類 0.0 0.0 0.4 0.3 0.0

ツゲ類 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0
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沢ら 1973)されてきており､長期間の調査を要

する植生遷移調査 (山本 2001)の補助データと

して有効と考えられる｡本調査地では放牧 (9頭)

のみで侵入木本種を駆逐しシバ型草地植生に修復

することは､困難と考えられた｡今後､各摂食植

物群に対する選択性の違い､放牧頭数と植生修復

効率の関係の検討や､長期的植生変化の把握が必

要であり､持続的な長期調査が必要であろう｡

本研究より､日本短角牛の放牧によるシバ型草

地植生修復への関与が示唆された｡景観保全とい

う農業の持つ多面的機能､日本短角牛の摂食特性

の新たな機能が評価された｡このような放牧によ

る飼養は､昨今､消費者の関心が高まっている

｢食の安全性｣､｢環境保全型産業｣に対する､一

回答としてもアピールできるものと考えられる｡

しかし､現在､放牧期以外の牛の摂食物が把握さ

れていない｡このような面を改善し､より充実し

た日本短角牛生産に関するトレーサビリティを確

立することで､従来の牛肉評価とは異なる付加価

値を日本短角牛に加えることができ､このことは

低迷する日本短角牛の消費動向に影響を与えると

ともに､日本短角牛主要生産地域である三陸地域

振興の一助となると考えられる｡
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